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ICM'76と 西欧の磁気学界

基礎工学部 松 浦 基 浩(豊 中2370)

IUPAC主 催 の国際磁気学会(ICM'76)は9月6日 か ら5日 間オ ランダのアムステルダムで開

かれた。それか ら3ク 月,今 は もう脳裡の奥深 く雑然 と仕舞い込まれた記憶の断 片をい くつか拾い出 し

てみた。会議の あと訪れたヨー ロッパ各地 の研究グループでの印象 もとり混ぜてICM'76へ の 旅行報

告に代えたい。

ICM,76

会場 は市街 南端 ヨー ロッパ広場の一角にある国際会議 センター。磁性の基礎的諸問題 がほ とんど網羅

されポスター分科4つ と、口頭発表分科6つ が併行す る巨大学会である。筆者の微力では概観を示す こと

す ら困難なので近 くP畑sicaに 出 る会議のproceedingを 参照 されたい。私の興味は1,2次 元 系や ラン

ダム系のオーダー,臨 界点近傍でのス ピンダイナミクス等。 これ らの分野 には比較的多数の分科 が割当

てられ公表論文数 も多か った。 内容的には後述するよ うに積年の労 がしのばれ る力作は多か ったが 目の

覚め るよ うな秀作は少なか った。 磁気学界 も低成長時代に入 っ、たのだろ うか?流 行の先端はやは りス ピ

ングラス。4つ の分科を占有し多数 を集めて大繁盛の ようであった。 私はFisherの 話 以外は聞かなか

ったけれ ど ・・… ち 情報交換度は一つ屋根 の下で開かれたのと始めての試み として ポスター分科が採用

されたのとで割 に円滑,概 して好評であった。

ポスター分科

広い ラウンジの一角 に割 り当て られた掲示板 に宣伝 ポスターをかかげ,引 かれて集ま った客 を相手 に

一席ぶ った り質問に答えた り
。寺社の縁 日に出る露店 を想像 されれば当 らず といえ ども遠か らず。約15

分の 口頭発表に比べここでは主人は持時間一杯(3時 聞)客 と応待する。入れ替 り立 ち替 り現れ る"ひ

やかし客"に は何度 も同 じ口上を繰 り返 し熱心な客 とは口角沫 を飛ばしての長談議。 主人番頭以下控 え

も多数の地元の店 はともか く,主 入一入の応 待は何 と忙 しい こと/ス タ ミナのない私 など終るとソフア

にバッタリと倒れ ライデンの若手連 中に同情 された り冷 やかされたりした。 セールスの ポイン トはやは

り客引 き,見 易 く判 り易 くかつ魅力的なこと!だ 。 マスコ ミ出来ない欠点はあるが今後の利用価値 は大

きい と見た。

1,2次 元 系な.ど

私 の関心事は2次 元ハ イゼンペルグ系(2d且 系)周 辺 の相転 移。StlanleyとK:aplanの 捉言 をめ ぐっ

て湧 きに湧いたグルノー ブル会議 か ら6年 。新 しい型 の秩序相発 見の夢がどうな ったか?知 りたかった。

しかし残念なが らそ こでは こんな夢は とうに消えて しま っていた。2dE系 は オーダー しない。若 しす

れば異方性か面間相互作用 かの どちらかだと ・・… も 当然の事ながら取 り上げ られた問題 はスクール則

に合 うとか合わぬとか,ク ロスオーバーが出た とか出ないとか。変数 を増やしての多重臨界現 象の研究

も盛んであった。一例 としてBoBgaartsとdeJonge。CsCoCl3・2D20のT-H面 全 面で 中性子回折
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実験 をていねいに集積 しきれないグラフと表 を作 り上げていた。2dH系 では迫 り得 なかった理想 をX

Y系 に託 し始めている人 も多い。数年来XYモ デルに しぼ って級数展開法 で厳密解約結果 を出して きた

この道 のベテ ランBettsは 無 論その一人である。 彼は積 年の成果を もとにCoCl2・6H20の 結果な ど

引 き合いに出 してレビュー したが新型の相転移が 見5れ るのかど うかまだ判然 としていない。積 年の労

作といえぱKlaassenが 常磁性 イオンを含む1次 元複合系硫酸銅5水 化物で未解 決に残されていたパ ラ

ーフロツプ相境 界曲線の高磁場域での異常なふ くらみに着 目し1次 元系のス ピン収縮 との関連性を論 じ

た。定量的 にまだまだ不十分な段階 とはいえPbulisグ'レ}ブ のねば わに感服。私 が興味 をもち続 けてい

る低磁場域での異常は尚謎のままで将来のお楽 しみとして残された。 低次元ではないがAbragamク ルー

プの核オーダーの仕事 も今や労作の域に入 って きた。6年 前 グルノー ブルで 「反強磁 性CaF2の 平 行帯

磁率 が下 った 」と喜色満 面に光たえて核オーダー検 出を報告 した彼の姿が昨日の ことのよ うに思 われる。

その彼が今は1、iHで 陽子秩序を作 り中性子散乱実験 にかけて"オ ーダー発現"に 駄 目を押そ うとして

いた。会議のあと訪れたサク レーの研究室 で,Goldman達 が 核の動力学 的偏極効率 を高 めるべ くセ ン

ター濃度 の最適値の発 見に没 頭しているのを 見て感動 を覚えたのは事実で ある。

臨界緩和現 象

ス ピンの動的振舞いの研究といえぱ従来は 中性子非弾性散乱かESRの 線 巾と相場が決っていた。数

年前から我 々が始 めた非共鳴磁気分散吸収 による方法が他所 でどの程度使用されているのか・興床があ っ

た。結果 は ラィデ ンの恥rstelle達(EuO・RbCuBr4・2B20等)と カナダのArrot¢ 達(Feα ひ げ

結晶)の 報告でほぼつ きるが,他 には学会後 に訪れたダル ムスタッ トでW6ber・K:otzler達 も双極子相

互作用が重要 となるGdCl3やErES等 について精力的に仕事 を集積 しつつあ った。 しか し我 々が最

近錯酸 マンガンで見出した類 いの,臨 界低速化を直接的 にきれいに示 した実験 はまだ何処にもなか った。

外場のない状能 で一 様モー ド(時 にはスタガー ドモー ドも可)の 緩和を直接観測出来 る上外場を変数 と

して任意 に選び得 ることの利点は大 いに注 目されてよ く現 にこの方法への関心 が漸 く高ま りつつあるこ

とを各所での議論で感 じ取 ることが出来た。

手前味噌

我 々の報告は2dH系 反 強磁性体として知 られる蟻酸銅4水 化物 の相転移に関 したもの。 この塩 が

窪テンソルが不等価な結晶学的二部分格子系であるが故に帯磁率は 窪テンンルが等価 な系の一様帯磁率

とスタガー ド帯磁率の線型結合とな り従 って後者 を直接実験的に求 められること,蟻 酸銅のズめ発散が

面内相互作用に由来す ることを示 し結論 として2dH系 に極 めて近い反強磁性体ではスタガー ド帯磁率

が鋭 い ピークを示し比熱 に何 ら異常ない相転移が有限温度に存在する ことを示 した。実験的にスタ・ガー

ド帯磁率 が直接求ま るとい う主張はその機 構の単純さにもかかわ らず一寸意外に思え るらしく予期以上

に手応えがあった。一方 ライデ ンのCa伊1達 も筆者等と同種 の興味に引かれDya10shinskii一 守 谷相

互作用のある系で同様の結論にi達していた。 ともあれcantingを 示す反強磁性体のZ'の ピークがスタガ

ー ド帯磁率 の発散を示す とい う物理的意味づけが厳密 になされたわで今後 の研究に大いに活用 され得る

と思 っている。

パルス磁場 と応 用

この会議 を機 会に知 りたかつた今一 つの課題で ある。 会場での発表 は磁気測定 に関す る限 りなし。会
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議後 に訪れた各地の研 究所(ラ イデ ン,グ ルノーブル,ボ フム)で は夫 々思い思いの趣向をこらして研

究されていたがほ とんどが単純な磁化測定 だけ。発生装置 自体に関 しては経済性 と手軽 さ使い易さの点

でボフムの整形強磁場(500kOe,1msec矩 形波)は 見もので あつた。心残 りはこの素晴 しい装置が

十分には活 用されていなかった ことだけ。 ルール大学の電気工学教室 にKnellerを 訪 ねた時彼 自ら製

作の動機設計の工夫や長所等 アムズテルダムの装置を引き合いに出 して得 々と語 って くれた。筆者がか

ねがね考えていた角度変化 に便利なヘルムホル ッ型パルス磁場 コイルにはまだどこで も澄 目にかかれな

かった。

各地の雑感など

学会 のあと約3週 間,6地 区(ラ イデ ン,パ リ,グ ルノー ブル,チ ュー リヒ,ボ フム,ダ ルムスタッ

ト)に 合計10ク 所 の研究所探訪。数 年振 りに再会 した友人と旧交を暖める暇 もないあわただしいかけ

足旅行であったが幸 いに も至る所で親切な配 慮を与え られ割と効果的にスケー ジュールを消化 出来た。

スター トは ライデ ンのカメリンオンネス研究所。Gorter引 退 の あとは所長な しの集団指導体制。数 年

の自然淘汰の後EuiskampとPoulisの グ ルー プは尚大 きい勢力を誇 っていた。 至る所にS.C.M.と

D.Rlが 組 み合 され新型のスペク トロメー一ターやSQUIDマ グネト1メー ターが配置 され研究施設の拡充ぶ

りはさすがと思はれた。一午后 をさいて訪ねた アイン ドホーベンでも以前 とは格 段に充実 した実験室で

deJonge達 が精力的に働 いていた。それに引 き替え アムステルダムではM三edemaが フ ィリツプスに

去ったあとdeJonghが ライデンに,Bloembergenが 就 職 しCo1胆 は新 しい指導者 の下で別の分野へ

とい った具合で6年 前の強力な2次 元格子系?1は あえな く崩壊 の途をた どっていた。淀に浮ぶ泡沫の

類い,変 転無常の世の相であろうか?立 派だ ったのはグルノー ブルC.N..R.S.の 高 磁場研 と極低温研。

前者では100kOe級 の 常伝導磁石 が横型 も含めて6台 が勢揃い。後者では地元開発 の焼結銀熱 交換器

を用いた大型D.R.が これ も大広 間にず らり。 案内して くれた:Pauthenetの 話 しではMax-Planck研

との国境 を越えた共同利用研 究所であるばか りでな く,こ こはC.N.R.S・ ・C.E.N。G.・1。 ■.L.

を集 めてパ』リと並ぶ フランスの大研 究センターだから当然とのこと。それにして も壮観であった。殻備

の良 さではチュー リッヒのE.T.H.で もルー ル大学で も皆同様 であった。 この ように西欧の磁気学 界

はまだ好況下にあるよ うだ。会議場でFriedbergやSpence達 が 異口同音にア メリカでの研究費激減 を

かこっていたの と対照的である。勿論 これが ヨL一ロッパ全体に通 じる一般事情 とはいえまいと思 うが ・●

… 。平均 として 見ると研究基盤の面では正直彼 らの方が我 々に比べて尚一歩先ん じているのを否定す

ることが出来ない。我 国 も経済的に漸 く高度成長期 を脱.し福祉社会の建設へと進み始 めている。 さて我

々は これか ら何 をなすべ きか?如 何な る道 を歩むべ きなのか?旅 もフィナレーし近 く美 しい古の学 問の

町ハイデルベルグに寸暇 を見出した私は古城 とネッカーを見下す静かな哲学 の小経を独 り散策 しつつ妙

にそんな想いにつかれた ことで あった。
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